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新年のごあいさつ新年のごあいさつ
私 た ち は 町 の 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 で す

　 新しい民生委員 ・ 児童委員４５名 （うち主任児童委員３名） が決まりました。

　 任期は令和７年１２月１日～令和１０年１１月３０日までの３年です。

　 民生委員 ・ 児童委員には、 法による守秘義務があります。 ひとりで悩まず、 私たちに相談してください。

　 民生委員は、 民生委員法に基づき、 厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員です。 また、 民生委

員は児童福祉法に定める児童委員を兼ねています。

　 自らも地域住民の一員として、 担当の区域において高齢者や障がいのある方の安否確認や見守り、 子どもたち

への声かけなどを行っています。 医療や介護の悩み、 妊娠や子育ての不安、 失業や経済的困窮による生活上の

心配ごとなど、 様々な相談に応じます。 また、 相談内容に応じて必要な支援が受けられるよう、 地域の専門機関

とのつなぎ役になります。

　 民生委員 ・ 児童委員には法に基づく守秘義務があり、 相談内容の秘密は守られます。

　 主任児童委員は、 子育てを社会全体で支える 「健やかに子どもを産み育てる

環境づくり」 を進めるために、 平成６年１月に制度化され、 子どもや子育てに関す

る支援を専門に担当する民生委員 ・ 児童委員です。

　 担当区域を持たず、 民生委員 ・ 児童委員と連携しながら子育ての支援や児童

健全育成活動などに取り組んでいます。

主任児童委員

町
内
全
域

岩本　あけみ （再任）

小林　惠子 （再任）

水﨑　恭子 （再任）

民生委員 ・ 児童委員

堺
岩本　悦子 （新任）

芝崎

嶋田　一也 （再任） 谷口 西野　和則 （新任） 熊瀬川 中村　正 （再任）

丸山　幸代 （新任） 川口　武 （再任） 筋 樫山　周治 （新任） 高野 土井　あや子 （再任）

埴 田

𠮷岡　利高 （再任） 小松　保子 （再任） 徳蔵 片岡　延行 （再任） 土井
・

市井川
道本　哲司 （新任）

片井　章 （再任） 東吉田 湯川　久仁子 （新任） 熊岡 大木　譲司 （新任）

横畑　稔和 （再任） 気佐藤 舟本　敬 （再任）

晩稲
田端　祐美子 （再任） 島之瀬

・
広野

西野　二美代 （再任）

片 町 玉井　和子 （新任） 新庄 濵﨑　日出海 （再任） 榎本　町代 （再任）

新 町 糸川　寛 （再任） 千鹿浦 東山　みつよ （再任）

東本庄
大野　晃弘 （新任） 東神野川 舩山　富美代 （再任）

北 道
中井　靖郎 （再任） 山内 稲谷　昌幸 （再任） 東　栄子 （再任） 木の川 長瀨　弘和 （新任）

井川　良美 （再任）

東岩代
松川　寛一 （再任）

西本庄
大久保　志津子 （新任） 軽井川 平山　香 （再任）

南 道 坂本　順一 （再任） 大﨑　智美 （再任） 大野　　 彦 （再任） 大川 棒引　真奈美 （新任）

芝 矢倉　依子 （再任） 西岩代 榎本　尚子 （再任） 滝 森本　ちとせ （新任） 名之内 寺谷　敦 （新任）

民生委員 ・ 児童委員とは

住民の皆さまの立場にたって地域の福祉を担うボランティアです

主任児童委員とは

子どもや子育てに関する支援を専門に担当する民生委員 ・ 児童委員です

『
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
』

『
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
』

み
な
べ
町
議
会
議
長　
　

 

田　

覚

　　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
み
な

べ
町
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、地
域
の
安
心
・

安
全
、
そ
し
て
持
続
的
な
発
展
に

向
け
て
、
議
会
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
末
に
は
、
女
性
初
の
総
理

大
臣
が
誕
生
し
、
日
本
の
政
治
に

新
し
い
可
能
性
が
広
が
る
歴
史
的

な
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。
高
市

政
権
は
、
地
域
産
業
や
農
林
水
産

業
の
振
興
、地
方
中
小
企
業
支
援
、

生
活
支
援
策
の
充
実
な
ど
を
掲
げ

て
お
り
、
み
な
べ
町
の
地
域
活
性

化
に
も
関
わ
る
重
要
な
政
策
で
あ

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
産
業
振

興
、
防
災
体
制
の
強
化
な
ど
、
町

が
抱
え
る
課
題
も
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
本
町
議
会
と
し
て
も
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
し
建
設
的
な
議
論
を

重
ね
、
町
政
運
営
が
よ
り
良
い
方

向
へ
進
む
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

『『
温温お

ん

こ

ち

し

ん

お

ん

こ

ち

し

ん

故
知
新

故
知
新
とと
積積せ

き
し
ょ
う
い
だ
い

せ
き
し
ょ
う
い
だ
い

小
為
大

小
為
大
』』

み
な
べ
町
長　

山
本　

秀
平

　　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
清
々
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
し
、
２
回
目
の
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。
出
会
う
多
く

の
方
か
ら
「
も
う
慣
れ
た
か
」
と

お
声
が
け
を
い
た
だ
き
ま
す
。
昨

年
は
町
長
と
し
て
初
め
て
の
経
験

ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
ま

で
の
や
り
方
を
尊
重
し
つ
つ
も
こ

だ
わ
ら
ず
、
自
問
自
答
を
繰
り
返

し
、
判
断
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
真
剣
に
向
き
合
っ
た
分
だ
け

成
長
に
つ
な
が
り
、
町
政
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
か
ら

町
の
課
題
を
拾
い
出
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
の
リ

ス
ク
に
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
反

面
、
住
宅
耐
震
化
率
の
低
さ
が
課

題
だ
と
判
断
し
、
住
宅
耐
震
化
補

助
額
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
少
子
化
の
中
で
、
自
治
体
と

し
て
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
「
子

ど
も
が
欲
し
い
け
れ
ど
困
っ
て
い

る
方
」
へ
の
支
援
だ
と
判
断
し
、

不
妊
治
療
費
助
成
の
拡
充
を
行
い

ま
し
た
。
現
在
、
県
内
で
最
も
手

厚
い
支
援
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
人
が
減
っ
て
も
笑
顔
が
増
え

る
み
な
べ
町
」
の
実
現
に
向
け
、

着
実
に
前
進
で
き
る
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
一
年
が
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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町 内 で 外 国 人 を 雇 用 す る 皆 さ ま へ

み な べ 「 軽 ト ラ 市 」 出 店 者 を 募 集 し ま す

　 外国人の方であっても、 住民税 ・ 国民健康保険税等の納税義務が発生します。

　 住民税は、 その年の１月１日現在で町内に住所を有する方に対し、 前年の所得によって課税されます （租税条

約締結国で税務署及びみなべ町に届け出た場合を除く）。 年の途中で転出しても、 １月１日現在で居住していた市

町村に年税額全体を納める必要があります。   

　 国民健康保険税は、 国民健康保険に加入した方に対して課税され、 加入した月から脱退した月の前月までの保

険税を納付する必要があります。

【納税管理人とは？】

　 納税管理人とは、 納税者に代わって書類の受領、 納税や還付金の受領などを代理で行う人のことです。 納税

義務者は、 海外に転出されるなどにより、 書類の受領や納税ができなくなる場合には、 転出される前に納税管理

人を選任し、 市町村に届け出る必要があります。

【納税管理人になれる方は？】

　 個人 ・ 法人を問わず、 また個人の場合、 親族関係も問いません。

【納税管理人の選任の方法は？】

　 納税義務者、 納税管理人双方の本人確認書類を添付のうえ、 「納税管理人申告書」 を提出してください。 様

式は役場税務課に備え付けのほか、 町ホームページにも掲載しています。

　 「軽トラ市」 を開催します （UME-1 フェスタと同時開催）。

 　軽トラ市とは、 複数の軽トラックが一堂に会し、 荷台を店舗に見立て、 農林水産

物、 加工品、 商工業品等を販売する 『市』 のことです。 魅力ある農産品等をＰＲす

るとともに、 お客様の声を直接聞くことができる良い機会です。 ぜひ、 出店してみま

せんか。

問い合わせ　税務課　☎ 72-2162

開催日時　令和８年２月８日（日） 9 ： 00 ～ 15 ： 00

　　　　　　　※小雨決行

開催場所　みなべ町保健福祉センター駐車場

　　　　　　　（みなべ町東本庄１００）

出店資格　出店車両は原則、 軽トラックもしくは軽箱バン

　　　　　　　※飲食関連の販売については、 露天での食品営

　　　　　　　　 業許可 (移動販売) をお持ちの方。 鮮魚につい

　　　　　　　　 ては、 使用する自動車で魚介類販売業 (移動

　　　　　　　　 販売) の許可をお持ちの方。

　　　　　　　※キッチンカーの場合は、 小型サイズに限る。

　　　　　　　　 なお、 基本縦置きとなります。

　　　　　　　※電気を使用する場合は、 各自で発電機をご用

　　　　　　　　 意ください。

出店費用　無料

募集台数　１３台

募集締切　令和８年１月１６日（金）午後５時まで

              ※出店予定台数を超える場合は、 抽選とさせて

　　　　　　　　 いただきます。

申込方法　出店申込書に必要事項を記入のうえ、 うめ課まで

              お申込みください。

※出店申込書の用紙は、 うめ課及び各公民館に設置してい

　 ます。 町やみなべ観光協会のホームページからダウンロー

   ドできます。

問い合わせ

　うめ課　☎ 33-9310　FAX　72-3893

　　　　　　    umeka@town.minabe.lg.jp

　 自分で書いた遺言書を法務局に預けることで、 様々なトラブルを防ぐことができる制度 （自筆証書遺言書保管

制度） について、 法務局職員が分かりやすく説明します。  

日 時　令和８年１月１６日（金） １０ ： ００～１１ ： ００

会 場　和歌山地方法務局 田辺支局 田辺市文里１丁目１１－９ 

　　　　　　　 和歌山地方法務局 御坊支局 御坊市薗３６９－６ 

　　　　　　 　※和歌山地方法務局 （説明会会場） の映像をライブ配信します。

定 員　８名 （完全予約制）

参 加 費　無料

予約締切　令和８年１月１５日（木） 正午

予約 ・ 問い合わせ　和歌山地方法務局総務課　☎０７３－４２２－５１３１ （自動音声案内５番） 

  令和７年４月に発生した降雹被害を受けた農業者に対し、 来年度以降も営農を継続することを目的として、 次期

作に供する肥料代の物価高騰分の一部を支援します。

補助対象者

　 ・ 降雹被害を受けたみなべ町に住民票がある農業者

　 ・ 町税を滞納していないこと　　　 ・ 次期作に向けた肥培管理を行っていること

　 ・ 収入保険又は農業共済に加入済み、 又は今後加入を検討すること

対象肥料　令和７年４月１日から令和７年１２月３１日の間で肥料の納品と支払が完了しているもの

　　　　　　　※口座振替で取引している方は、 口座振替日に要注意）　

補助率　次期作に要する肥料費の物価高騰分の１／２以内 （税抜価格）　　※高騰率 =1.39

　　　　　 

申請期間　令和８年１月５日（月）～１月３０日（金）　　９ ： ００～１２ ： ００ / １３ ： ００～１６ ： ３０

ご持参頂くもの （申請書と誓約書兼同意書は受付時にお渡しします）

　 ①印鑑 （認め印可） ※法人の場合は会社印　

　 ②通帳 （口座名義、 口座番号のわかる面）

　 ③納品書と領収書 （購入物品、 数量、 支払が完了していることが分かる書類）

　　　※納品書がない場合は、 請求書と領収書。

　　　※ JAで購入している場合は、購買代金請求書や未収金残高確認書。ただし、購買代金請求書を提出の場合は

　　  　 口座振替ができているか通帳の中身を確認いたします。 令和７年内に口座振替されている分が補助対象です。

　　  ※法人で申請される場合は、 定款もご持参ください

問い合わせ　産業課　☎ 72-1337

自筆証書遺言書保管制度説明会の開催

降雹被害営農継続支援事業 （肥料補助）

次期作に向けた肥料代の一部を支援します

★計算方法

　 令和７年４月～１２月までの購入価格－令和２年当時の価格（令和７年４月～１２月までの肥料購入費÷1.39） =『高騰分』

　  → 『高騰分』 ×１／２＝ 『補助金額』 （１００円未満切捨て）

　　例　1,000,000 円 （税抜） 分購入した場合

　　　　　1,000,000 円 ÷　　　 １．３９ 　 ＝ ７１９，４２４円　（令和２年当時価格）

　　　　　1,000,000 円 － ７１９，４２４円 ＝ ２８０，５７６円　（高騰額）

　　　　　　 280,576 円 ÷ 　　　 　2 　　　＝ １４０，２００円  （補助金額）　※１００円未満切り捨て
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第
19
回　

町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
20
回　

み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
〈
参
加
者
17
名
〉

◆
男
性
の
部

１
位　

日
置
博
継

２
位　

中
家　

良

３
位　

大
津
勝
己

ブ
ー
ビ
ー　

井
平　

護

◆
女
性
の
部

１
位　

大
塚
柢
子

２
位　

新
川
玲
子

３
位　

小
川
昭
子

ブ
ー
ビ
ー　

泰
地
登
志
子

 

ペ
タ
ン
ク
〈
参
加
者
49
名
〉

優
勝　

谷
口

大
野
健
一
・
松
下
省
三
・
山
本
ひ
ろ
み

準
優
勝　

徳
蔵
な
ぜ
し
こ

前
田
操
・
松
本
ア
ヤ
子
・
野
田
澄
子

　

11
月
16
日
（
壮
年
野
球
の
準
決
・
決

勝
の
み
23
日
）
に
第
20
回
み
な
べ
町
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
町
体
育
協
会
主
催
）

が
、
町
内
各
運
動
広
場
や
各
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
し
た
競
技
に
は
３
１
１
名
が
参

加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

各
種
目
で
の
入
賞
者
（
チ
ー
ム
）
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。[

敬
称
略]

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
〈
参
加
者
40
名
〉

◆
一
般
Ａ
級

　

１
位　

栗
山　

啓
・
栗
山
大
介

　

２
位　

泰
地
優
和
・
荷
稲
一
貴

　

３
位　

谷
口　

博
・
小
田
貴
司

◆
一
般
Ｂ
級

　

１
位　

泰
地
音
羽
・
泰
地
順
子

　

２
位　

望
月
智
子
・
栗
山
千
登
世

　

３
位　
　

山
恒
夫
・
松
本
清
恵

◆
中
学
男
子

　

１
位　

松
本
遥
希
・
中
田
翔
梧

　

２
位　

磯
田
徠
輝
・
尾
田
光
琉

　

３
位　

澤　

唯
斗
・
岩
本
昇
馬

◆
中
学
女
子

　

１
位　

内
中
香
雪
・
松
井
望
朱
希

　

２
位　

藤
山
結
月
・
坂
口
望
和
子

　

３
位　

大
田
沙
和
・
﨑
山
柚
葉

卓
球
〈
参
加
者
11
名
〉

◆
男
性
の
部

　

１
位　

山
村
翔
万

　

２
位　

井
口　

真

　

３
位　

前
田
和
志

◆
女
性
の
部

　

１
位　

川
口
美
桜

　

２
位　

庄
野
穂
乃
香

　

３
位　

西
野
則
子

フ
ッ
ト
サ
ル
〈
参
加
者
46
名
〉

優
勝　

ア
リ
ソ
ッ
ク

有
本
貴
志
・
大
前
昇
平
・
石
丸
全
・
坂

口
雄
大
・
西
村
陸
・　

川
祥
之
・
永
井　

克
実
・
汐
崎
彰
彦

準
優
勝　

至
誠
塾

東
亨
・
森
本
翔
生
瑠
・
尾
﨑
亮
介
・
堀

口
紘
太
郎
・
小
谷
一
貴
・
玉
井
聖
真
・

糸
川
涼
介
・
和
田
幸
樹
・　

山
魁
飛

 

壮
年
野
球
〈
参
加
者
１
３
６
名
〉

優
勝　

東
吉
田

三
木
秀
夫
・
阪
口
史
彦
・
西
端
俊
彦
・

松
本
弘
平
・
楠
本
修
三
・
泰
地
大
和
・

湯
川
佳
基
・
谷
雅
敏
・
中
本
喜
裕
・
太

田
尚
武
・
丸
山
満
男
・
清
水
一
宏
・
玉

置
哲
也
・
森
健
一
・
福
本
和
也
・
松
下

勝
志

準
優
勝　

岩
代
球
友
会

山
添
浩
二
・
大
﨑
陽
司
・
水
口
淳
・
湯

川
真
幸
・
中
西
玲
二
・
久
保
大
渉
・
中

早
大
輔
・
中
村
守
・
中
本
善
清
・
畑
﨑

一
志
・
川
崎
真
吾
・
有
本
陽
平
・
横
山　

延
弘
・
中
田
浩
二
・
大
山
智
史
・
出
崎

勝
也
・
久
保
元
希
・
中
裕
哉

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〈
参
加
者
28
名
〉
グ

◆
中
級

１
位　

火
縄
道
生
・
中
本
克
之

２
位　

平
野
貴
文
・
砂
野
豪

３
位　

笠
松
英
史
・
今
井
勇
二

◆
初
級

１
位　

山
本
秀
平
・
畑
﨑
恒
星

２
位　

宮
城
裕
介
・
瀧
本
峰
史

３
位　

南　

明
里
・
稲
崎
真
宏

ペタンクとは？

金属製のボールを投げて目標球へどれ

だけ近づけられるかを競うスポーツ

　

12
月
７
日
、
第
19
回
町
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
高
城
地
内
で
開
催
さ
れ
、
未
就

学
児
（
年
少
以
上
）
か
ら
一
般
ま
で

２
５
１
人
が
参
加
し
、
保
護
者
や
地
域

の
方
の
応
援
の
中
、
力
い
っ
ぱ
い
走
り

ま
し
た
。

　

各
部
門
の
３
位
ま
で
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。[

敬
称
略]

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
（
８
０
０
ｍ
）

　

①
東
桜
大
・
東
正
満

（
上
南
部
こ
ど
も
園
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

３
分
39
秒

　

②
永
井
律
・
永
井
克
実

（
上
南
部
こ
ど
も
園
）

　

③
九
谷
知
歩
・
九
谷
政
宏

（
上
南
部
こ
ど
も
園
）

　

③
田
中
凰
心
・
田
中
信
弘

（
上
南
部
こ
ど
も
園
）

小
学
生
１
・
２
年
女
子
（
１
㎞
）

　

①
中
早
愛
華
（
岩
代
２
年
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

４
分
12
秒

　

②
原　

柚
羽
（
南
部
１
年
）

　

③
山
本
楓
乃
（
清
川
２
年
）

小
学
生
１
・
２
年
男
子
（
１
㎞
）

　

①
平
川
樟
吾
（
上
南
部
１
年
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

４
分
２
秒

　

②
横
山
修
二
朗
（
岩
代
２
年
）

　

③
熊
本
晴
太
（
南
部
２
年
）

小
学
生
３
・
４
年
女
子
（
1.5
㎞
）

　

①
野
田
朱
里
（
上
南
部
４
年
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

６
分
38
秒

　

②
山
本
梨
心
（
清
川
４
年
）

　

③
垣
端
芽
生
（
上
南
部
４
年
）

小
学
３
・
４
年
男
子
（
1.5
㎞
）

　

①
九
谷
幸
佑
（
上
南
部
４
年
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

５
分
51
秒

　

②
竹
本
瑛
翔
（
上
南
部
３
年
）

　

③
生
駒
奏
明
（
上
南
部
４
年
）

小
学
５
年
女
子
（
２
㎞
）

　

①
玉
置
妃
莉
（
南
部
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

８
分
47
秒

　

②
寺
村
美
優
（
南
部
）

　

③
武
市
う
ら
ら
（
上
南
部
）

中
学
生
男
子
（
３
㎞
）

　

①
伊　
　

穏
（
南
部
３
年
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

10
分
10
秒

　

②
小
山
悠
斗
（
上
南
部
３
年
）

　

③
横
山
幸
太
朗
（
南
部
１
年
） 

一
般
女
子
（
２
㎞
）

　

①
岩
上　

望

　
　
　
　

タ
イ
ム　

８
分
50
秒

　

②
片
山
郁
子

　

③
草
分
風
花

一
般
男
子
（
３
㎞
）

　

①
平
川
雅
之

　
　
　
　

タ
イ
ム
９
分
32
秒

　

②
原　

一
志

　

③
田
中
信
弘

小
学
５
年
男
子
（
２
㎞
）

　

①
岡
﨑
奏
太
（
高
城
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

７
分
47
秒

　

②
樫
山　

翔
（
上
南
部
）

　

③
山
下
典
摩
（
南
部
）

小
学
６
年
女
子
（
２
㎞
）

　

①
前
田　

葵
（
南
部
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

８
分
８
秒

　

②
松
下
葉
奈
（
南
部
）

　

③
大　
　

希
（
上
南
部
）

小
学
６
年
男
子
（
２
㎞
）

　

①
林　

駿
允
（
上
南
部
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

６
分
55
秒

　

②
谷　

芽
樹
（
上
南
部
）

　

③
河
本
一
樹
（
岩
代
）

中
学
生
女
子
（
２
㎞
）

　

①
中
西
の
の
か
（
田
辺
３
年
）

　
　
　
　

タ
イ
ム　

６
分
55
秒

　

②
岩
﨑
舞
衣
（
田
辺
３
年
）

　

③
田
口
果
林
（
南
部
３
年
）
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１
月
31
日(

土)

～
３
月
１
日(

日)

　

町
内
外
の
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど

を
誘
っ
て
、「
日
本
一
の
梅
の
里
」

の
景
色
や
香
り
を
ご
一
緒
に
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

梅
林
の
開
花
情
報
等
は
、
梅
の
里

観
梅
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

梅
の
里
観
梅
協
会　

　

☎
74-

３
４
６
４

　

２
月
中
旬
に
医
療
費
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
方
が
医
療
を
受
け
た

状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
、
受
診
さ

れ
た
医
療
機
関
等
を
一
覧
に
し
た
医

療
費
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
５
月
と
１
月
の
年
２
回

発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年

２
月
よ
り
年
１
回
発
送
に
変
更
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　

消
防
団
で
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
こ
の
時
期
に
、
町
内
を
巡
回
し
、

火
災
予
防
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
で
す
。
少
し
の
油
断
が

大
き
な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
台

所
や
暖
房
器
具
な
ど
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
急
ぐ
日
も　

足
止
め
火
を
止
め
準
備
よ
し
」

（
令
和
７
年
度　

全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
な
ど
、
約
３
０
０
以
上
の
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

出
願
期
間

　

第
１
回
令
和
８
年
２
月
27
日
ま
で

　

第
２
回
令
和
８
年
３
月
16
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
０
３
６
０

　

「
就
職
氷
河
期
世
代
」
の
方
々
へ

の
支
援
と
し
て
合
同
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

令
和
８
年
２
月
28
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　

フ
ォ
ル
テ
ワ
ジ
マ
４
階

　
　
　

（
和
歌
山
市
本
町
２
‐
１
）

対
象
者　

概
ね
35
～
59
歳
の

　
　
　
　

一
般
求
職
者

参
加
企
業　

約
20
社

※
参
加
無
料

※
適
職
診
断
ブ
ー
ス
、
相
談
ブ
ー
ス

　

あ
り
ま
す
。

主
催　

和
歌
山
労
働
局

問
い
合
わ
せ　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
リ
ア

　

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
協
会

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
３
７
２
０

　

Information くらしの情報

　

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、
給
与
等

の
支
払
者
は
、
令
和
８
年
２
月
２
日

ま
で
に
給
与
支
払
報
告
書
を
各
市
町

村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
与
支
払
報
告
の
対
象
者
は
、
令

和
７
年
中
に
給
与
等
を
支
払
っ
た
方

全
員
（
専
従
者
給
与
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
も
含
ま
れ
ま
す
。
）
と
な

り
ま
す
。
在
職
者
、
中
途
退
職
者
、

１
回
で
も
給
与
等
を
支
払
っ
た
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
税
制
改
正

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

「
給
与
所
得
控
除
」
に
関
す
る
見
直

し
、「
特
定
親
族
特
別
控
除
」
の
創

設
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
に
伴
い
、
給
与
支

払
報
告
書
（
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
）
の
様
式
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
72
‐
２
１
６
２

　

令
和
８
年
度
町
県
民
税
及
び
令
和

７
年
分
確
定
申
告
の
申
告
相
談
と
申

告
書
の
受
付
を
、
２
月
16
日
（
月
）

か
ら
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
行
い
ま

す
。

　

期
間
前
の
相
談
・
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
期
間
前
に
所
得
税
の
相
談
等

が
あ
る
場
合
は
、
国
税
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
の
『
ふ
た
ば
』
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
税
法
の
適
用
が
複
雑
な
も

の
や
必
要
書
類
等
が
な
い
場
合
は
、

役
場
申
告
会
場
で
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
。

　

役
場
申
告
会
場
で
受
付
で
き
る
も

の
等
、
詳
し
く
は
広
報
み
な
べ
２
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
関
係
用
紙
等
を
税
務
課

窓
口
に
備
え
付
け
る
の
は
、
２
月
初

旬
予
定
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
及
び
印
刷
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ

　

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
00
‐
５
９
０
１

　

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
ま
た
は
、

巣
箱
を
設
置
し
て
い
る
場
合
、
養
蜂

振
興
法
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

原
則
、
毎
年
県
知
事
へ
「
蜜
蜂
飼
育

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
必
ず
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
10
万

円
以
下
の
過
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

届
出
期
間

　

令
和
８
年
１
月
５
日
～
１
月
30
日

　

（
土
日
、
祝
日
、
閉
庁
日
を
除
く
）

様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先　

和
歌
山
県
畜
産
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

〈
各
種
申
請
・
届
出
手
続
き
に
つ
い

て
〉
→
蜜
蜂
飼
育
届
に
つ
い
て

提
出
先

・
問
い
合
わ
せ　

　

日
高
振
興
局
農
業
水
産
振
興
課

　

☎
０
７
３
８-

24-

２
９
４
６

　

産
業
課　

☎
72-

１
３
３
７

　

８
月
に
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
配
り

し
た
「
み
な
べ
町
お
買
い
物
券
」
の

使
用
期
限
は
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

☎
72-

１
３
３
７

　

道
路
（
通
学
路
等
）
や
歩
道
へ
の

枝
の
張
り
出
し
や
樹
木
に
よ
り
歩
行

者
や
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
及
び

自
動
車
等
の
通
行
や
、
強
風
や
大
雨

時
の
安
全
確
保
の
た
め
樹
木
等
の
管

理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
33-

９
３
７
０　

　

税　

金

お
知
ら
せ

募　

集

み
な
べ
町
お
買
い
物
券
の

使
用
期
限
は
１
月
31
日
で
す

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
ま
た
は

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育

さ
れ
て
い
る
方
へ

令
和
８
年

南
部
梅
林
の
開
園
予
定

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
等
の
管
理
の
お
願
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

１
月
10
日
～
２
月
27
日
ま
で

「
冬
季
特
別
警
戒
」を
実
施

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
世
代
対
象 

合
同
企
業
説
明
会

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

住
民
税
・
所
得
税
の 

申
告
準
備
は
お
早
め
に

↑チャットボット
「ふたば」はこちら

みなべ町公式 SNS
みなべ町の情報を発信しています。

ご活用ください。

InstagramLINE X（旧Twitter）
↑申込はこちら
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〇帯状疱疹ワクチン予防接種の対象者

　 今年度６５ ・ ７０ ・ 75 ・ 80 ・ 85 ・ 90 ・ 95 ・ １００歳 ・ １００歳以上の方

　 ※過去に帯状疱疹ワクチンを接種した方は対象外　 

　 ※帯状疱疹ワクチンを２回接種する場合、 １月中に１回目を接種しないと、 ２回目は補助の対象になりません

　　　のでご注意ください。

　 補助期間 ： 令和８年３月３１日まで

　 詳細は令和７年５月に対象者に送付している 「帯状疱疹ワクチン接種のお知らせ」 をご覧ください。

〇インフルエンザ ・ 新型コロナ予防接種の対象者

　 昭和３４年１０月１日以前に生まれた方

　 町の補助を受けてインフルエンザ・新型コロナの予防接種ができるのは、令和８年１月３１日までです。

　 接種を希望される方は、 お早めに。

対象となる方は 「要支援 ・ 要介護認定があり、 認知症と認められる方等」 です。

◆受けられるサービス

　①見守り ・ 安心シールの配布　②無線標識の貸与　③行方不明時等の捜索協力　④ GPS 機器の購入補助

◆サービスを利用するには

　健康長寿課へ申請書の提出が必要となります。 申請書は健康長寿課に置いています。

◆無線標識の貸与によるサービスは町民の皆様のご協力が必要です

　ご協力いただける方は、 「みつけて net」 アプリのインストールをお願いします。

　捜索にご協力いただく場合、 難しい操作は必要なく、 必要時にアプリを立ち上げ、

いつもどおり生活していただくだけです。

※アプリは、 App ストアから無料でインストールいただけます。

問い合わせ　健康長寿課　☎７４－３３３７

App ストア
QRコード

１月３日（土）１月３日（土）　

　10：00～12：00／13：00～16：00

　バリューハウス南部店様駐車場

  （南部ライオンズクラブ・町共催）

※献血カードまたは本人確認書類（運転免許証

　 など）をお持ちください。

日　 時　１月２３日（金）　1３：３0～1６：０0　

場　 所  ふれ愛センター

予約先　ふれ愛センター　☎７４－３３３７

　　　　　 ひなたの森　　　  ☎３３－７８５０

　 ひきこもり相談の専門スタッフひなたの森 （NPO

法人ハートツリー） が、 ご本人やご家族の方から

の相談をお受けします。

　 秘密は厳守します。 まずはお電話ください。

ふれ愛センターだよりふれ愛センターだより

健 康 長 寿 課
TEL　74-3337
FAX　74-8013

子 育 て 推 進 課
TEL　３３-７５５０
FAX　74-8013

町内の

各こども園 ・ 保育所

園庭開放
（こども園・保育所利用者以外の方もご利用いただけます）

おひさま広場（開放保育）
※参加を希望される方は事前に各園へお申込みください

みなべ愛之園こども園

☎ 72-2371

１月１９日 （月） 9:３０～10:30
「一緒に遊ぼう」 ※雨天は室内遊び

上南部こども園

☎ 74-3022

１月１１日（日）　8:30～11:30
・ 園庭と多目的グラウンドを開放

１月９日 （金）　10:00～11:00
「自由あそび」 ※ほっこりルームでもあそべます。

高城こども園

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

１月８日 ・ ２２日 （木） 10:00～11:00
「自由あそび」 ※雨天は室内遊び

清川保育所

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

日　 時　９日・１６日・２３日 ・ ３０日の金曜日

　１８:００～21:00　トレーニングマシン利用可能

　１９:００～１９:２０　ストレッチポール１回目（先着15名）

　１９:３０～１９：５０　ストレッチポール２回目（先着15名）

　２０:００～２１:００　リズム体操

対　 象　町内在住または在勤の 18 歳以上の方（高校生を除く）

場　 所　はあと館（社会福祉センター） ２階

持ち物　室内用運動靴、 飲み物など

  ※１８歳未満の方は保護者同伴でも利用不可

　※利用者以外の入室はご遠慮ください

　※健康運動指導士の指導を受けたい方は、

 　　１９時までにお越しください。

　※当日、 午後３時時点でみなべ町において警報

　 　が発令中の場合、 教室は中止します。

１月のトレーニング教室

１・２月は「はたちの献血キャンペーン」月間
献血にはご協力を

帯状疱疹 ・ インフルエンザ ・ 新型コロナの予防接種はお済みですか

認知症高齢者等の見守り事業について

ひきこもり相談

ふれ愛センター

各種お知らせ
対　象 日　時

乳幼児健診
※受付時間は問診票を

ご覧ください

４ ・ 10 か月児健診 （令和７年3月・9月生まれ） １月２３日 （金）

３歳６か月児健診 （令和４年6月・7月生まれ） １月１４日 （水）

マタニティー＆

ベビーサロン

妊婦さんや小さなお子さんの保護者

◇妊婦さんやお母さんの仲間づくりの場です

１月２３日 （金）

10：00～11：30

離乳食教室
※参加申込が必要

令和７年６月 ・ ７月生まれのお子さんと保護者
１月２２日 （木）

10：00～11：30

一般就労が難しい （ひきこもりなど）

１５歳～概ね５０歳までの方の就職 ・ 進学などを支援します

　 若者 （１５歳～概ね５０歳まで） の就職や進学、 職業訓練などを支援します。

　 ◎何かを始めたいけど、 どうしたらよいか悩んでいる。

　 ◎人間関係が苦手で社会へ出ることに抵抗がある。

　 ◎仕事や学校に行かず、 家族以外の人との交流がほとんどない。

　 などの悩みや不安を抱えている若者やその保護者の方の相談をお受けします。

　 どんなことでもかまいません。 まずは、 お電話でお問い合わせください。 また、 直接ご相談にお越しいただいて

もかまいません。

問い合わせ　南紀若者サポートステーション （田辺市民総合センター北館） ☎ 25-2111

　　　　　　　　 ふれ愛センター　☎ 74-3337
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１月のテーマ展示

１階

２階

「名参謀　豊臣秀長」

「いい夢みた？」

　 今年の大河ドラマの主人公は秀吉の弟、

秀長。 秀吉の天下取りに大きく貢献したと

言われています。 兄弟にまつわる人々や戦

国時代の本などを紹介します。

 　１月２日の夜に縁起のいい夢をみると、

よい一年が過ごせると言います。 将来の夢

や、 夢のようなお話など、 いろいろな 「夢」

がつまった本を集めました。

上南部分館 おはなしの会

１月１４日（水）午後３時３０分から

そのほかにこちらも

今月のオススメ
今月のオススメ

『大学４年間を「応援」に捧げた私が
考古学者になった話』

泉賢太郎　著 （理論社）

ニ
ュ
ー
ト
ン
先
生
の
超
ひ
も
理
論
講
義

松
尾
泰　

監
修

（
ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス
）

山
に
登
る

星
野
秀
樹　

写
真

・
文　

（ア
リ
ス
館
）

日
本
の
文
様
ず
か
ん　

全
５
巻

並
木
誠
士　

監
修

（小
峰
書
店
）

　 考古学者になるために東大に入学したが、 卒論発表会で

同級生との実力差に絶望した著者。 そこで背を押したのは部

活動の経験でした。 応援部で身に着けた 「宣言したことをや

り抜く力」、 「地獄の合宿で得た体力」 を武器に夢への道を

進んで行きます。 がむしゃらに、 時に戦略的に頑張り続ける

奮闘記です。

８日（木）

９日（金）

１０日（土）

１３日（火）

１７日（土）

１９日（月）

２２日（木）

２４日（土）

１２月２８日（日） ～１月５日（月）

　　　　　　　　　休館 （館内整理日含む）

１月２６日（月） ～２月２日（月）

　　　　　　システム入替のため臨時休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

南部高校美術作品展

（～１６日）

おはなし会（10:30～）

休館

おはなし会 （10 ： 30 ～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

ゆめよみ館は祝日も開館しています

ゆめよみ館 
１月のカレンダー

こんな本、いかが？

　 南部高校美術選択生の皆さんの素敵な作品を展示

します。

期　間　１月９日（金）～１６日（金）

場　所　ゆめよみ館　１階展示コーナー

　　　　　※最終日は、 午後３時までです。

南部高校美術作品展

　 図書館システム入替のため、下記の期間は休館しま

す。ホームページからの検索・予約もできません。

期間　１月２６日（月）～２月２日（月）

　 それに伴い、１月１２日（月・祝）～１８日（日）の期間中

は、貸出期間を３週間に変更します。

※高城・清川・岩代分室は通常どおり開館しますが、

　 １月３１日（土）は休館します。

ゆめよみ館 ・ 上南部分館 臨時休館のおしらせ

期間 令和８年1月25日（日）まで

受付場所　ゆめよみ館　1階カウンター

【期間限定】 利用カード再発行　受付中です

移動県民相談

　県では、 弁護士及び県民相談員による法律相談、 行政相談、 その他

一般相談をお受けしています。

参考資料があれば、 当日ご持参ください。 相談には、 電話での予約が

必要です。

日時　令和８年１月１９日（月） １０ ： ００～１２ ： ００

場所　日高振興局　御坊市湯川町財部６５１

予約開始　令和８年１月５日（月） （先着６名）

予約先 ・ 問い合わせ　

   日高振興局総務県民課　☎ 0738 ‐ 24 ‐ ２９３６

各 種 相 談

マイナンバー
カードの交付等
に係る休日開庁 
（事前予約制）

日時 １月１１日（日）

9:00～12:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

内容 カードの交付 

　　　 申請、 再交付 

　　　 申請など 

※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

※予約がない日は開庁 

　 しません 

夜間 （土曜日） ・
小児救急診療所

日時 毎週土曜日

１８:00～２１:３０

場所 田辺市民総合センター 

　　   ☎ 26-4909

延長窓口 
（事前予約制）

日時 毎週木曜日

１７:１５～１９:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

交付できる証明書 

・ 住民票の写し

・ 印鑑登録証明書

・ マイナンバーカー 

　ドの交付　など
※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

相談種類
内容

連絡 ・ 予約先
相談日 時間 場所

人権 ・ 行政

登記【要予約】

相談

人権侵害や行政手続きに関する相談

▼登記相談事前予約制／申込みは１/９(金) まで 総務課 

☎ 72-2051
１/１３(火) 13:30～15:30 生涯学習センター

消費生活 

相談

相談員による商品やサービスの契約に関するトラブルなどの相談
産業課 

☎ 72-1337

消費者ホットライン

☎１８８
　　 今月はありません

農業資金 

相談

【要予約】

（株） 日本政策金融公庫による農業経営にかかる融資等の相談

▼事前予約制／申込みは１/１４(水) まで 産業課 

☎ 72-1337
１/２１(水) 13:00～16:00 役場

生活相談
自立支援相談員（西牟婁振興局）による生活や就労の困りごと相談

住民福祉課 

☎ 72-2161
１/２７(火) 13:30～15:30 役場

「にじのわ」 

障害福祉 

相談

障害のある方やご家族の日常生活や社会生活に関する相談
住民福祉課 

☎ 72-2161
１/６・１３・２０・２７（火） 13:30～15:30 役場

教育相談
学校生活に関する相談

教育学習課

☎ 74-2191
平日 9:00～16:00 生涯学習センター

こども 

なんでも 

相談

妊娠 ・ 出産のこと、 育児の悩み ・ その他こどもに関する相談 子育て推進課
【こども家庭センター】

☎ 33-7550平日 9:00～１６:００ ふれ愛センター

暮らし 

なんでも 

相談

福祉専門の職員による日常のお困りごと相談
みなべ町社会福祉協議会

☎ 72-5611
平日 9:00～16:00 はあと館

県による 

巡回職業 

相談

職業相談員による求人情報の提供や求職の相談
日高振興局地域づくり課

☎ 0738-24-2911
１/７（水） 13:00～15:00 南部公民館

年金相談

【要予約】

年金請求の手続きや加入の届出等に関する相談
田辺年金事務所

☎ 24-0432
１/１０(土) 9:30～16:00

田辺年金事務所 
（田辺市朝日ヶ丘 24-8）

年末年始 （１２月３０日～１月３日）
もし、 急病になったら ・ ・ ・

田辺広域休日急患診療所　☎ 26-4909

（田辺市高雄一丁目２３－１　

　　　　　　　　田辺市民総合センター内）

◆診療科目　内科 ・ 小児科 ・ 歯科の応急診療

◆受付時間　

　　　【午前】 ９ ： ００～１１ ： ３０

      【午後】 １３ ： ００～１７ ： ００
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秋
の
叙
勲
に
よ
り
、
植
田　

明
さ
ん

（
芝
）
が
旭
日
小
綬
章
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

植
田
さ
ん
は
、
平
成
18
年
か
ら
19
年

に
わ
た
り
、
み
な
べ
町
商
工
会
会
長
を

務
め
、
令
和
３
年
か
ら
は
、
県
商
工
会

連
合
会
会
長
、
令
和
６
年
に
は
全
国
商

工
会
連
合
会
副
会
長
に
就
任
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
及
び
組
織
強
化
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
は
、
商
工
業
及
び
地

域
振
興
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
を

称
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
、
岡
田
敦
雄
さ
ん
が
、
農
林

水
産
業
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
高
度
な
剪
定
技
術
に

よ
る
高
品
質
安
定
生
産
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
若
手
農
家
へ
の
技
術
指
導
で

担
い
手
の
育
成
に
尽
力
し
、
和
歌
山
県

農
業
士
会
連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て
農

業
者
の
意
見
を
行
政
に
提
言
す
る
な

ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
８
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え
た
形

部
さ
ん
を
町
長
が
施
設
に
訪
ね
、
「
祝

百
歳
」
の
賞
状
と
記
念
品
、
花
束
を
贈

り
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

形
部
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋
ね

す
る
と
、「
好
き
嫌
い
す
る
こ
と
な
く

な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

益
々
の
ご
長
寿
を
祈
念
し
ま
す
。

　

11
月
21
日
、
町
は
株
式
会
社
寺
本
建

設
（
寺
本
豊
代
表
取
締
役
）
様
、
サ
ン

ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株

式
会
社
様
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
様
と
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
再
資
源
化
の
促
進
や

住
民
の
分
別
意
識
の
向
上
な
ど
を
目
的

と
し
、
み
な
べ
町
が
分
別
・
回
収
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
に
て

新
た
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
飲
料
製
造
に
使

用
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

まちのできごと

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

協
定
を
締
結

岡
田
敦
雄
さ
ん 

農
林
水
産
業
賞
を
受
賞

町長と１００歳を迎えた形部さん

町長と旭日小綬章を受章された植田さん

農林水産業賞を受賞された岡田さん

左から寺本さん、町長、関さん（サントリーグループから代表）

人 の う ご き

１１月末現在 （前月比）

男 ５，３９４人 （-１３人）

女 ５，９３９人 （-14人）

人口 １１，３３３人 （-２７人）

世帯数 ４，８３５世帯 （+１世帯）

１１月中の異動
出生
死亡
転入
転出

高齢化割合 
（６５歳以上） 3５.０％

１人
１５人
1８人
３１人

南部公民館主催文化講演会「落語で伝えたい想い＃３」

三代目　桂　春蝶

演目 「ハマナスの誓い」

―昭和２０年８月１８日　ソ連軍から北海道を守った　

千島列島占守島における真実の物語―

　 昨年、 一昨年と２度にわたり開催しました落語家桂春蝶さんのご講演

を、 春蝶さんのご厚意により今年も開催することになりました。

　 私たちは、 昭和２０年８月１５日に戦争は終わったと思っていますが、

実はそのあとも各地で戦闘は続いていました。

この作品は、 終戦後のソ連軍の北海道侵攻を

命をかけて守り抜いた守備隊の物語です。

　 入場は無料です。 ぜひお申し込みください。

日時　令和８年２月８日（日） １４ ： ００～

場所　南部公民館　２階　大会議室

定員　先着８８名

申込開始　令和８年１月２２日（木）

申込先 ・ 問い合わせ　

　 南部公民館　☎ 72-1400（平日9：00～17：00）

里親支援センターほっとの映画上
映会

「私の家族」

　 里親支援への理解を広げる取り組

みとして、 この度、 特別養子縁組の

歩みを記録したドキュメンタリー映画

「私の家族」 を上映いたします。 こど

もとの出会いから日々の暮らしを通

じ、 家族の在り方や繋がりについて考

える作品となっています。

日時　令和８年１月１８日（日）

　　　　 ①１０ ： ３０～　②１３ ： ３０～

場所　和歌山県立情報交流センター

      　Big ・ U　多目的ホール

問い合わせ

　 里親支援センターほっと

　（田辺市城山台５－１）　

　 ☎ 0739 ‐ 34 ‐ 2735

人権啓発活動を行いました

　 人権推進委員会では、 １１月２４日に人権啓発映画 「ある

精肉店のはなし」 を上映し、 ４０名の方が参加されました。

　また、 １２月４日から１０日まで

の人権週間では、 ４日に、 オー

クワみなべ店、 Ａコープみなべ店

において、 人権啓発のリーフレッ

トやティッシュペーパーなどを配

布しました。

生涯学習センターの区画線を整備しました

　 生涯学習センター駐車場の区画線を整備したこ

とに伴い、 障がい者駐車スペースの場所が変わ

りました。 障がい者駐

車場スペースのある

駐車場では、 一人ひ

とりが駐車マナーを意

識し周囲へのお気遣

いをお願いします。

参加申込
フォーム

形
部　

 

子
さ
ん
、１
０
０
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

植
田　

 

明
さ
ん
が 

旭
日
小
綬
章
を
受
賞



１
月

号
（

№
256）

編
集

・
発

行
／

み
な

べ
町

総
務

課
　

〒
645-0002　

和
歌

山
県

日
高

郡
み

な
べ

町
芝

742番
地

　
☎

0739-72-2051　
FAX 0739-72-1223


